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現
在
、
衆
議
院
選
挙
が
（
10
月
10

日
公
示
、
10
月
22
日
投
開
票
）
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
選
挙
権
年
齢
が
18
歳

以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
初
め
て
の

衆
議
院
選
挙
で
す
。

　

こ
の
総
選
挙
を
目
前
に
、
小
池
都

知
事
が
代
表
の
「
希
望
の
党
」
や
、

民
進
党
の
事
実
上
解
党
、新
た
に「
立

憲
民
主
党
」
新
党
結
成
が
野
党
共
闘

結
集
に
つ
な
が
る
な
ど
、
情
勢
が
め

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
連
日
マ
ス
コ

ミ
は
新
党
の
話
題
一
色
で
し
た
。　

　

今
回
の
選
挙
は
「
安
倍
政
権
」
に

よ
る
国
政
の
私
物

化
、「
９
条
改
正
」

「
安
保
法
制
」
な

ど
に
つ
い
て
の
賛

否
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん

が
し
っ
か
り
と
考

え
、
投
票
に
行
か

れ
る
こ
と
を
呼
び

か
け
ま
す
。

　

一
方
、
第
２
次

安
倍
政
権
の
約
５

年
間
で
、
非
正

規
労
働
者
は
増

大
し
、
所
得
格
差

も
拡
大
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
公
務
員
総
人
件
費

抑
制
の
た
め
の
正
規
職
員
削
減
で
、

ど
の
職
場
で
も
職
員
は
疲
弊
し
、

過
労
死
や
健
康
被
害
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま

す
。
安
倍
政
権
は
長
時
間
労
働
容

認
の
「
働
き
方
改
革
」、
公
務
職
場

で
の
非
常
勤
職
員
の
拡
大
・
公
務

員
賃
金
の
地
域
間
格
差
の
推
進
な

ど
、
職
場
と
住
民
生
活
を
大
き
く

変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
政
選
挙
は
、
政
治
を
変
え
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
国
の
役
割
を
明
ら

か
に
し
、
地
方
財
政
を
拡
充
し
、
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
「
平

和
賞
」
は
核
兵
器
廃

絶
を
訴
え
る
団
体
が
受

賞
し
た
。
国
連
で
核
兵

器
禁
止
条
約
が
採
択
さ

れ
、
条
約
が
発
効
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
政
府
は

条
約
交
渉
に
も
署
名
の
場
に
も
姿
を

見
せ
ず
、
米
国
の
「
核
の
傘
」
か
ら

離
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
◆
総
選

挙
で
は
憲
法「
改
憲
」と
戦
争
法（
安

保
法
制
）
へ
の
姿
勢
が
大
き
く
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
世
界
中
で
軍
縮
や
核

兵
器
廃
絶
の
流
れ
が
起
き
て
い
る
時

に
、
戦
争
放
棄
を
止
め
戦
力
（
核
兵

器
）
を
持
つ
と
言
う
の
か
（
赤
子
）
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16
年
度
自
治
労
連
共
済
余
剰
金

処
分
方
針
に
基
づ
き「
個
人
還
元
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
は
、
還
元
対
象
期
間
（
16

年
６
月
〜
17
年
５
月
）
に
生
命
共

済
基
本
型
・
特
約
型
・
医
療
共
済

基
本
型
・
特
約
型
・
交
通
災
害
共

済
に
ご
加
入
の
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
還
元
対
象
期
間
に
、

14
万
４
０
０
０
円
を
超

え
る
支
払
共
済
金
を
受

け
た
方
（
被
共
済
者
）

は
、
還
元
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
40
歳
以
下
の
生
命
共
済
加

入
の
み
な
さ
ま
に
は
二
重
の
喜
び

「
サ
ポ
ー
ト
Ｕ
40
」
も
併
せ
て
お

届
け
し
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
の
お
手
元
に
は

10
月
末
頃
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
火
災
共
済
に
還
元
金
は

あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
加
入
は
随
時
受
け
付
け
中
で

す
。
詳
し
く
は
市
職
労
本
部
に
お

尋
ね
下

さ
い
。

ケッちケッちゃんのんの

対岸のガードレールの向こうはす
ぐ民家。てっちゃんは身も心も解
放されて写せません。
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熊本県阿蘇郡南小国町満願寺
満願寺温泉　　
「川　湯」
☎0967-42-1444 
　　　　　（観光協会）

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

　

三
ヶ
月
ぶ
り
に
満
願
寺
温
泉
へ

出
か
け
て
き
ま
し
た
ば
い
。
前
回
、

共
同
湯
に
入
っ
た
際
、
き
か
ん
坊

の
三
女
が
ど
う
し
て
も
川
湯
に
入

り
た
が
っ
て
い
た
の
で
、
再
度
、

連
れ
て
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

満
願
寺
の
共
同
駐
車
場
に
車
を

停
め
、
早
速
川
湯
へ
。
脱
衣
所
の

賽
銭
箱
に
２
人
分
４
百
円
を
投
函
。

脱
衣
所
は
旅
館
静
泉
荘
の
間
の
路

地
で
す
が
、
人
通
り
が
殆
ど
無
い

の
で
、
天
ヶ
瀬
温
泉
の
川
沿
い
露

天
風
呂
群
よ
り
は
マ
シ
か
と
思
い

ま
す
。

　

長
女
、
二
女
も
一
緒
に
入
り
た

が
っ
と
り
ま
し
た
が
、
も
う
４
年

生
と
い
う
理
由
で
嫁
さ
ん
か
ら
制

止
さ
れ
、
撮
影
班
に
回
り
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
こ
は
目
の
前
が
直
ぐ
川
で
、

湯
面
と
川
面
が
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
。

適
温
の
湯
に
浸
か
り
な
が
ら
、
目

の
前
を
メ
ダ
カ
や
フ
ナ
の
稚
魚
が

泳
い
で
い
る
様
を
見
て
三
女
は
大

喜
び
。

　

そ
こ
へ
カ
ワ
サ
キ
ゼ
フ
ァ
ー
に

乗
っ
た
お
い
さ
ん
が
現
れ
た
。
八

代
か
ら
度
々
こ
こ
に
浸
か
り
に
来

と
る
げ
な
。
還
暦
と
仰
る
が
十
は

若
こ
見
え
た
。
チ
ビ
そ
っ
ち
の
け

で
暫
し
温
泉
談
義
。
11
月
に
人
吉

へ
ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
く
と
言
う
と

餃
子
の
松
龍
軒
、
鰻
の
上
村
、
丸

一
そ
ば
屋
を
勧
め
て
く
れ
た
。
特

に
、
松
龍
軒
に
寄
っ
た
際
は
、
八

代
の
て
っ
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
い
た
と

必
ず
伝
え
て
く
れ
、
と
の
こ
と
。

　

ふ
と
気
づ
く
と
三
女
が
飽
い
て

い
た
。
て
っ
ち
ゃ
ん
へ
ま
た
の
再

開
を
約
し
帰
路
に
就
い
た
。

け
っ
ち
ゃ
ん
満
願
寺
に
て

て
っ
ち
ゃ
ん
か
ら
人
吉
の
餃
子
を
勧
め
ら
れ
る

　

秋
晴
れ
の
体
育
の
日
、
私
は
国

際
音
楽
祭
の
ピ
ア
ノ
を
聴
き
に

響
ホ
ー
ル
へ
。聴
衆
が
少
な
く
て

も
っ
た
い
な
い
・
・
・
生
の
音
は
疲

れ
を
癒
し
ま
す
よ
〜
。ぜ
ひ
一
度

お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

文
化
の
秋
と
あ
っ
て
、
観
た
い

映
画
が
続
々
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

邦
画
で
は
、
坂
本
順
治
監
督
の

「
エ
ル
ネ
ス
ト
」。チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ

と
行
動
を
共
に
し
た
フ
レ
デ
ィ

前
村
役
の
オ
ダ
ギ
リ
・
ジ
ョ
ー
が

Ｔ
Ｖ
等
で
話
題
で
す
。シ
ネ
プ

レ
ッ
ク
ス
に
て
。

　

昭
和
館
２
で
14
日
か
ら
始
ま

る
「
タ
ー
シ
ャ
・
テ
ュ
ー
ダ
ー
静

か
な
水
の
物
語
」
は
絵
本
作
家

の
暮
ら
し
を
丁
寧
に
追
っ
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。松
谷
光
絵
監

督
の
自
然
美
あ
ふ
れ
る
映
像
に

期
待
大
。28
日
か
ら
は
「
高
倉
健

特
集
第
11
弾
」人
気
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。

　

洋
画
で
は
、「
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン

ナ
ー
２
０
４
９
」が
楽
し
み
。カ
ル

ト
的
フ
ァ
ン
の
多
い
前
作
か
ら

35
年
。な
か
な
か
評
判
が
い
い
よ

う
で
す
。

　

昭
和
館
１
で
21
日
か
ら
始
ま

る
「
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
２
８
５
枚

の
葉
書
」
も
ぜ
ひ
観
た
い
一
本
。

併
映
は
「
ハ
ク
ソ
ー
・
リ
ッ
ジ
」。

で
、
イ
チ
オ
シ
は
「
僕
の
ワ
ン
ダ

フ
ル
ラ
イ
フ
」
！
よ
か
っ
た
〜

＊
イ
チ
オ
シ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＊

　

北
九
州
労
音
で
は
来
年
１
月

21
日
（
日
）
に
「
天
満
敦
子
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル
」を
や

り
ま
す
。ア
ン
ト
ニ
オ
・
ス
ト
ラ

デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
晩
年
の
名
器

か
ら
紡
が
れ
る
音
色
に
浸
り

ま
し
ょ
う
！
戸
畑
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
に
て
、
15
時
開
演
。よ

い
席
は
お
早
め
に
。詳
細
は
、
℡

５
７
１
・０
２
２
７

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

10
月
は
66
年
の
イ
タ
リ
ア
・
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
映
画
「
ア
ル
ジ
ェ

の
戦
い
」
で
す
。ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

民
族
解
放

戦
線
を
中

心
と
し
た
、

独
立
運
動

の
劇
映
画

化
は
全
世
界
に
衝
撃
を
与
え
ま

し
た
。デ
ジ
タ
ル
リ
マ
ス
タ
ー
版

上
映
。映
画
館
で
観
ら
れ
る
貴
重

な
チ
ャ
ン
ス
！

　９月２３日（土）八
幡東生涯学習セン
ターにて、第146 回
市職労定期大会を開
催しました。重野執
行委員長は「国連で

『核兵器禁止条約』が採択されたが、安倍政権は
会議に不参加、条約に批准しないと明言した。突
然の衆議院の解散・総選挙で、森友、加計問題、
自衛隊日報の隠蔽の幕引きを図ろうとしている。
地公法・地方自治法「改正」が持つ、公務の解体
と、正規職員のさらなる削減、不安定雇用の拡大・
固定化の狙いを許さない。この間の取り組みで新
しい仲間が市職労に加入している。引き続き、組
織拡大・強化の為『市職労に入って要求の実現を』
の呼びかけを強めましょう。」と挨拶しました。
　17年度経過報告、18 年度運動方針、確定闘争・
要求（案）など提案され、各評議会・部会・区役
所協議会から活発な発言があり、提案された議案
はすべて承認・可決されました。参加者の発言内
容は２、３面に掲載しています。

運動方針を決定
第１４６回定期大会 文責：編集部　 etc．etc．

憲
法
・
原
発
・
子
育
て
・
消
費
税
・
高
齢
者
福
祉

憲
法
・
原
発
・
子
育
て
・
消
費
税
・
高
齢
者
福
祉

一
票
の
力
が
政
治
を
変
え
る

一
票
の
力
が
政
治
を
変
え
る

候補者の演説会


